
別紙３

令和3年食中毒発生状況速報 令和4年5月31日時点

保健所
番号

Ｎｏ 発症日 届出日

発生場所
（原因施
設等の所
在地）

摂食者
数

患者数 死者数
食事特
定

原因食品病因物質原因施設摂食場所発生概要 発生原因 症状 対策

西部① 1 1/17 1/20 米子市 2 1 0

1月15
日に提
供され
た食事

焼肉
カンピロ
バク
ター

飲食店 飲食店

食中毒症状を訴えて医
療機関を受診した患者
からカンピロバクターが
検出された。

加熱不十分な状態
で食肉を喫食したこ
とによる。

腹痛、
下痢、
血便、
吐き気

・食肉は中心部まで十分に加熱し
て喫食すること。

西部② 2 1/21 1/22 米子市 3 1 0
しめさば
（推定）

しめさば
（推定）

アニサ
キス

家庭 家庭

腹痛のため医療機関を
受診したところ、胃から
アニサキスが摘出され
た。

アニサキスが寄生し
た食品を喫食したこ
とによる。

腹痛

・60℃で1分以上の加熱又はマイ
ナス20℃で24時間以上冷凍をす
ること。
・内臓はすみやかに除去し、筋肉部
分は目視確認すること。

西部③ 3 3/5 3/7 不明 3 1 0
しめさば
（推定）

しめさば
（推定）

アニサ
キス

不明 飲食店

腹痛のため医療機関を
受診したところ、胃から
アニサキスが摘出され
た。

アニサキスが寄生し
た食品を喫食したこ
とによる。

腹痛、
吐き気、
嘔吐

・60℃で1分以上の加熱又はマイ
ナス20℃で24時間以上冷凍をす
ること。
・内臓はすみやかに除去し、筋肉部
分は目視確認すること。

西部④ 4 3/26 4/2 米子市 4 3 0 不明 不明
カンピロ
バク
ター

家庭 家庭

食中毒症状を訴えて医
療機関を受診した患者
からカンピロバクターが
検出されたが、原因食品
の特定には至らなかっ
た。

カンピロバクターに
汚染された食品を
喫食したことによ
る。

腹痛、
発熱、
頭痛、
下痢、
軟便

・食肉は中心部まで十分に加熱し
て喫食すること。
・2次汚染を防止するため、食肉は
他の食材と調理器具等を分けて調
理及び保存すること。

西部⑤ 5 5/2 5/12 不明 不明 2 0 不明 不明
カンピロ
バク
ター

不明 不明

食中毒症状を訴えて医
療機関を受診した患者
からカンピロバクターが
検出されたが、原因施設
及び原因食品の特定に
は至らなかった。

カンピロバクターに
汚染された食品を
喫食したことによ
る。

腹痛、
下痢、
発熱、
頭痛、
寒気

・食肉は中心部まで十分に加熱し
て喫食すること。
・2次汚染を防止するため、食肉は
他の食材と調理器具等を分けて調
理及び保存すること。

西部⑥ 6 6/5 6/14 不明 不明 1 0 不明 不明
カンピロ
バク
ター

不明 不明

食中毒症状を訴えた患
者からカンピロバクター
が検出された。原因食品
の特定には至らなかっ
た。

カンピロバクターに
汚染された食品を
喫食したことによ
る。

腹痛、
発熱、
頭痛

・食肉は中心部まで十分に加熱し
て喫食すること。
・2次汚染を防止するため、食肉は
他の食材と調理器具等を分けて調
理及び保存すること。

西部⑦ 7 11/4 11/4 米子市 3 1 0 しめさば しめさば
アニサ
キス

家庭 家庭

腹痛のため医療機関を
受診したところ、胃から
アニサキスが摘出され
た。

アニサキスが寄生し
た食品を喫食したこ
とによる。 腹痛、

吐き気、
嘔吐

・60℃で1分以上の加熱又はマイ
ナス20℃で24時間以上冷凍をす
ること。
・内臓はすみやかに除去し、筋肉部
分は目視確認すること。
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西部⑧ 8 12/8 12/9 境港市 18 7 0
12/7の
弁当（推
定）

12/7の
弁当（推
定）

ノロウイ
ルス

飲食店
（推定）

事業所

食中毒症状を訴えた患
者からノロウイルスが検
出された。

ノロウイルスに汚染
された食品を喫食
したことによる。

嘔気、
発熱、
頭痛、
寒気、
下痢、
嘔吐等

・中心温度85～90℃、90秒以上
加熱して喫食すること。
・手袋を適切に着用・交換し、2次
汚染を防止すること。

西部⑨ 9 12/14 12/20 米子市 不明 1 0 不明 不明
カンピロ
バク
ター

不明 不明

食中毒症状を訴えた患
者からカンピロバクター
が検出されたが、原因施
設及び原因食品の特定
には至らなかった。

カンピロバクターに
汚染された食品を
喫食したことによ
る。

腹痛、
下痢、
発熱

・食肉は中心部まで十分に加熱し
て喫食すること。
・2次汚染を防止するため、食肉は
他の食材と調理器具等を分けて調
理及び保存すること。
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令和3年病因物質別 令和3年原因施設別
病因物質 事件数 患者数 原因施設 事件数 患者数

3 3 3 5
5 8 2 8

ノロウイルス 1 7 不明 4 5

9 18 合計 9 18

アニサキス 家庭
カンピロバクター 飲食店（推定含む）

合計
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